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社会科授業におけるディベートの活用方法一論題と論議過程を視点にして－
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事象を取り上げているＯしたがって
，断定型論題
にみられたような論争問題を取り上げた事例は少
ない
。特に，国際関係では比較対象の設定が困難
であると考えられ
，実践もみられない。しかし，
比較型論題の長所として
，ディベート時の学習者
の立場設定が明確になるという点がある
。このこ
とは
，自分の立場が明確であるから資料収集，活
用がしやすいとともに
，相手の立場も明確である
ため
，対策も立てやすいといえる。比較型論題に
おける論議内容は
，互いのメリット，デメリット
の検証となる
。しかし，一方的にメリットを主張
し合うだけではかみ合わないディベートとなるの
で，相手を意識して論を構成する「対比」の活用
が必要である。
以上のことから
，社会科授業におけるディベー
トの論題活用の視点としては次のことが指摘でき
る
。社会科授業においてディベート活用を図るた
めには
，比較型論題の設定が効果的である。その
際
，比較型論題の設定においては，断定型論題に
みられるように
，教科内容に関連し論争問題とし
ても取り上げられる内容の論題開発が必要である
。
さらに
，かみ合った論議とするためには，論構成
段階から「対比」活用が必要である。２　論議過程の活用方法
実践における論議過程は
，立論型論議過程が９
事例
，討議型論議過程が24事例で，尋問型論議過
程が最も多く13事例中70事例である
。これは，一
般ディベ
トー方法を取り入れてきた結果である。
立論型論議過程は
，ディベート導入段階での指導
方法として活用できる
。しかし，多くの意見を保
障することが難しいので
，論の広がりは期待でき
ないところに問題がある。
尋問型論議過程の特徴は
，尋問の設定により，
尋問で得た情報を後の立論や反駁に生かせること
にある
。特に，立論・尋問結合型の場合，肯定側
立論の後
，否定側尋問で得られた情報を，否定側
立論で生かしていくことが求められる13）
。しかし，
その反面
，否定側の立論は難しい。また，尋問型
の特徴である尋問の方法にも「主張
」が多くなる
という課題がある
。なお，そのことは，尋問の役
割を曖昧にしているが
，学習者が意欲的に主張し
たがっていることを示している。したがって，尋
問の役割を明確にし
，さらに学習者の主張を取り
入れる方法としては
，討議型論議過程の活用が有
効であると考えられる
。また，討議型論議過程は，
参加型討論を設定することで
，ディペーター以外
の学習者に対しても主体的な参加の場を保障する
ことができ
，論点の深まりも期待できる。
以上のことから
，社会科授業におけるディベー
トの論議過程活用の視点としては次のことが指摘
できる
。論題として評価できる前述比較型論題
の場合
，２つの立場からのディベートとなってい
るので
，ともに検証責任がある。したがって，一
方の検証を強く意図した立論
・尋問結合型論議過
程の活用は適切であると言えない
。また，学習者
の発達段階との関連を考慮する必要がある
。さら
に
，学習者の主張も保障するためには，立論・尋
問分離討議型の論議過程の活用がもっとも適する
。
そして
，より多くの学習者の主体的参加を保障す
るために，参加型討論の設定が効果的である。
おわりに
本研究は
，論議内容からその論議方法を探りディ
ベ
トー実践事例の特質と課題を明らかにしたＯそ
して
，社会科としての教室ディベートの論題と論
議過程の活用方法を指摘した
。しかし，論議方法
は論構成の方法
，発表の方法など全て同列で位置
づけて考察している
。「教室ディベート」の特質
や課題を探るためには
，さらに論議方法の抽出を
詳細に行うとともに
，その分析を深める必要があ
る
。また，ディベートマッチのみを対象とした分
析に留まっているので
，事前指導，事後指導も含
めたディベ
トー分析が求められる。それらの分析
によって
，ディベートを実践する意義，ディベー
ト実践で学習者が獲得する知識
・技能，発達段階
に対応するディベ
トー活用についても明らかにな
るからである
。さらに，本研究で明らかになった
教室ディベ
トーの活用方法に基づく実践的研究を
行い
，社会科における教室ディベート指導の意義
や方法を究明していくことも重要な課題である。
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